
（別紙３）

～ 令和6年11月15日

（対象者数） 10名 （回答者数）
10名

～ 令和6年12月13日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

発達支援室内で食事時や製作時、レクリエーショ

ン時などのそれぞれの場面に合わせて家具や机の

位置を移動し、活動がしやすいような環境作りを

行っていく。また、利用者の成長に合わせて少し

ずつ部屋のレイアウトにも変化をつけていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

発達支援空間がこどもに分かりやすく構造化され、

こども達の特性に応じた活動ができる空間と環境に

なっている。

利用者が発達支援室で何をするのか分かるように机

や棚等の配置を工夫している。

また、座席も利用者の様子が見渡せるように配置

し、死角を作らないようにしている。

○事業所名 そら

○保護者評価実施期間
令和6年11月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


